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メルボルンへ

　3月末、CAADRIA2016出席のため、

関空から成田経由でメルボルンへ。メ

ルボルンは、イギリスの経済誌「The 

Economist」の調査部門が発表する「世

界で最も住みやすい都市」のNo.1。全

豪オープンテニスの開催地、世界中の

学生が留学する教育の街、緑豊かな公

園が点在するガーデンシティ。2009年

に訪問した様子と併せてご紹介しよう

（写真１）。

カフェ文化

　メルボルンでは、カフェ文化が様々な

場所で楽しめる。見て回るだけでも楽

しいストリートが沢山。

　シティ（CBD:中心業務地区）では、

センタープレイスやデグレイブス・スト

リート（写真２）。路地にもオープンカ

フェが並ぶ。CBDの北に位置するカー

ルトン地区のライゴンストリートは、メ

ルボルン大学の近くにあって、イタリア

料理店が多い。フィッツロイ地区のブ

ランズウィック・ストリートのコーナー

には必ずオープンカフェが立地して

いる。古びたホテル1階のカフェも人気

（写真３）。CBDの南東に位置するサウ

スヤラ地区のチャペルストリートはオ

シャレ。

質の高い公共交通

　 メルボルン 空 港 から市 内 へ は 約

20km。スカイバスの車内はWiFi完備。

2階建ての大型バスでシティ西端のサ

ザンクロス駅まで行き、小型バスに乗

り換える。小型バスは、滞在ホテルま

で送迎してくれる。

　最も有名な公共交通はトラム（路面

電車）。路線網は250km、系統数は25、

駅数は176と、世界最大規模だ。低床式

の新型車両もレトロな旧型車両も楽し

める（写真４）。尚、CBDを走るトラム

は2015年元旦よりFree Tram Zoneとし

て、すべて無料になった。

図書館と
ビジターセンター

　1854年にオープンした、今なお現役

のビクトリア州立図書館。蔵書数150万

冊。1854年といえば、日本は日米和親条

約を結び鎖国が終わった年。大阪・中

之島図書館は1904年オープンでこちら

も長い歴史がありながら未だに現役な

のですが、メルボルンの図書館は

さらに50年先輩。夜になるとライ

トアップされ、大勢の人が図書館

前の広場でくつろぐ（写真５）。

　CBDの南端に位置する、フリ

ンダース･ストリート駅の向かい

にあるのが、フェデレーション・

スクエア（写真６）。特徴的な意

匠であり、一年中を通じてイベン

トが開催される中央の広場を囲

むように、施設が点在している。

LAB architecture studio設計。ビ

ジターセンターに入れば、メルボ

ルン、そして、ビクトリア州に関す

る観光や街の情報を得ることが

できる。パンフレットの充実ぶり

がすごい。

水辺

　CBDのすぐ南をヤラ川が流れる。川

幅は100mほどであり大きな川ではない

が、市民にとって貴重な親水空間。フェ

デレーション・スクエア側から川を見下

ろすと、堤防のような構造物にカフェが

併設されており、その向こうにはオープ

ンスペースが広がっている（写真７）。

　CBDからビーチの広がるセントキル

ダ地区へは、6km足らず。何と、トラムで

ビーチへアクセス可能。マリーナでは、

ボートで魚釣りに向かう人々多数。ここ

からCBD方面を望む風景がいい（写真

８）。300万人を超える大都市なのに、

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

 福田知弘氏による「都市と建
築のブログ」の好評連載の第35回。毎回、
福田氏がユーモアを交えて紹介する都市
や建築。今回はメルボルンの3Dデジタル
シティ・モデリングにフォーラムエイトVR
サポートグループのスタッフがチャレンジ
します。どうぞお楽しみください。
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ダウンタウンからビーチがこの近さ。羨

ましい限りである。

ヤラ・バレー

　CAADRIA2016のエクスカーション

（校 外学習）はメルボルンから東へ

60kmほど離れたヤラ・バレーへ。名前

の通り、メルボルン都心へ流れ込むヤ

ラ川の中流域にあたる。

　ヒールズヴィル・サンクチュアリは、

コアラ、カンガルー、ワラビー、ウォン

バット、カモノハシ、ディンゴ、タスマニ

アデビルなど、オーストラリア固有の

動物が飼育されている動物園。1934年

オープン。オーストラリアン・ワイルド・

ライフ・ヘルスセンター（動物愛護病

院）も動物園の中に併設されている。

動物はほぼ放し飼いにされており、森

の中を歩いていると、ロープ１本の向

こうにカンガルーがいたり、園路

を白い鳥が歩いていたり（鳥

は人を全 然怖がらない

が、幼児は涙・・・）、ス

タッフがヘビを腰に巻

いていたりと、かなり

動物と人間の距離が

近い（写真９－１２）。

　いよいよ、２か所のワ

イナリーへ。ビジターセン

ターが整ったRochford Wines

と素朴な感じのDominique Portet

へ。シャルドネ、ピノ、スイートワインな

ど、テイスティング。丁度収穫期という

こともあり、緑が綺麗で、気候も良く、

CAADRIAメンバーとワイン片手にコ

ミュニケーションできたことが最高（写

真１３－１４）。

メルボルン大学

　最後に、CAADRIA2016学会につい

て（写真１５）。学会では、小生は３編

の論文発表に加えて、選挙管理委員長

と表彰委員長を仰せつかった。選挙

管理委員長は次期（２年任期）の会長

（President）、秘書（Secretary）、会員

担当（Membership Officer）の幹部を決

める大切な役割。幸いにも、複数の立

候補者があり、投票システムができて

いなかったため、学会員は私宛にメー

ルで投票するシステムとした。御蔭で

沢山の投票メールを頂戴することにな

り、また、接戦となったので、かなり、

気をつかう作業になった。が、何とか、

公平で健康的に次期３役が決まって良

かった。

　学会場となったメルボルン大学デ

ザイン学部の建物は近年リ

ニューアルされて、とても斬

新になった（写真１６）。２

階のアトリウムは開放的な

空間であり、まず、巨大な木

製オブジェがランドマークと

なっている（オブジェの内部

はミーティングルーム）。ま

た、建物内には、マレーシア・

シアター、シンガポール・シ

アター、和室など、オースト

ラリア以外の国の部屋が備

えてあり、ここにも、マルチカ

ルチャーらしさが窺えた。

学生たちが自習を熱心にし

ている風景を眺めることが

できるのも印象的。このアト

リウムに、オーストラリアワ

インや食材をケータリング

してのCAADRIA閉会式と

表彰式は実に洒落ており、

交流するのにふさわしい場

であったように思えた（写真

１７）。
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